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リーダーの注意義務（チェックリスト）
判例タイムズ998「登山事故の法的責任」

浦和地裁判事　辻次郎、より抜粋
Ａ．計画段階

１．登山計画

①リーダー及びメンバーをその体力・技術・経験（登山歴）等を検討して選ぶ。

②リーダー及びメンバーにふさわしい目的の山とコース及び登山日程を決める。
（非常事態に備えて、下山コースはあるか。能力の低い者を基準とした計画を立てる。パーティの能力を過信して、無理な計画を立てていないか。パーティの人数は適正か。通常リーダーは１０名以上の把握は困難。天候急変に対応できる、十分な予備日を確保したか）
③リーダー及びメンバーは、その登山の程度に見合う体力、技術、経験があるか。
（特に引率登山の場合、リーダーにはその登山の程度に見合う、高い技術・経験等があるか。リーダーは、指導理念、安全確保に最善を尽くす姿勢があるか）

④リーダーはメンバーの技術、体力などの特性を把握したか。
⑤関係文献、地元などの団体から最新の情報を収集し、場合によっては実地踏査をし、その分析をしたか。（特に冬山登山は雪崩に関する調査、気象状況について十分研究調査したか）
２．装備

①用具・装備・服装は季節、山のレベル、コース、日程等に合わせて適切か。
（靴、ピッケル、アイゼン、ザイル、テント、ツェルト、燃料など）
３．食料

①食料、非常食あるいは予備食料は適切なものを携行したか。
（日程、季節により量が異なる）
４．計画

①以上を前提として、行動予定表、食料・装備表、参加者名簿を作成する。

Ｂ．登山中

１．リーダーはメンバーの状態、動静を十分把握していたか。リーダー自身の体調は十分か。
２．リーダーはメンバーの状態、天候の変化、積雪の状況等により当初のコースでは困難が予想される場合に臨機応変に適切なコースを選択したか。
（雪崩の危険のある場合、沢筋の道で増水している時など、他の道を選択すること）
Ｃ．緊急時

１．登山中危険な事態に際し冷静な行動がとれたか。
①道に迷った場合、迷う前の地点まで引き返すことをしたか。

②危険場所を通過する場合に、たとえば雪崩の危険のある場合、適切な歩行間隔をとるなど、リーダーはメンバーに適切な指示をしたか、確保などの適切な行動をとったか。

③悪天候の場合、停滞して天候の回復を待つべきであったか。

④疲労して動けなくなった場合などに際し、ビバークしたか。

⑤遭難後、被害を最小限に留めるような手段を取ったか。
以上
